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診療報酬上の算定要件について、それぞれに必要な項目が列挙でき、対応ができる（薬剤管理指導業務）

評価者チェック欄
到達度①～④で評価

第1版　2024/8/7

診療報酬の算定要件について説明できる（病棟薬剤業務）

病棟薬剤業務日誌の作成ができる

電子カルテ、部門薬歴入力システムを適切に使用することができる

種々の情報源から薬物療法に必要な情報を収集できる

患者、生活者と円滑にコミュニケーションができる

患者、生活者、カルテ情報などから患者情報・薬歴などを適切に得て評価できる

薬物治療の効果、副作用の発現について患者の症状や検査所見から評価ができる

項目

氏名

様々な情報源を確認し、医師に対して処方変更を含めて処方提案ができる。

病棟業務到達度チェックリスト

入院病棟における様々な状況（急変対応等）での業務を理解し、説明できる

指導者と情報共有が適切にできる

中央業務、病棟業務担当者と適切に情報が共有できる

① もう一息、② 理解している
③ 実践・活用できている
④ 他の職員（後輩等）に指導できる

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる

代表的疾患について治療ガイドライン等を参照し、エビデンスに基づいた評価、提案ができる

治療アドヒアランス向上のための提案ができる

薬剤管理指導業務について適切な評価、記録（SOAP形式）の記載が実践できる

患者、生活者に対して薬剤管理指導業務ができる

効果と副作用をモニタリングするための項目を列挙できる

処方の妥当性について評価できる

医師、看護師等と情報共有ができ、コミュニケーションができる

医師、看護師等と連携しながら、薬物治療上の問題点解決のための情報を共有し、患者の治療に貢献できる

入院、退院、在宅を含めた地域での連携の重要性について説明できる
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病院内の多様な専門医療チームの活動における薬剤師の役割を説明できる

退院時に薬剤管理サマリーを作成し、転院先病院や地域薬局等との連携ができる

総合評価・コメント

評価者

到達度目安
・ 新人（入職1年以内）：1～24を②まで
・ 2年目 1～24を③まで
・ 3年目以降 1～24を④まで


